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乳幼児をもつ 母親の 母性意識 につ い て

　　一 ハ イリス クマ ザ ー の 早期発見 と育児支援 一

　　　　　　　　　　　　　久保　由美子

　　　　　　　　　　　　　 （愛媛大学）

［は じめに］

　地 域保健活動 の 場 におい て 子 どもの 将来 の 発達 の 遅 れ

とメンタル ヘ ル ス に関与する環境的危険性 の 高 い リス ク児

を早 期 に 把 握 し、リス ク児 とそ の 家族に 対して早期介入 を試

み てきてい る 。 そして 、 気 に なる 子 どもた ち の 発 達 ・行 動の

問題 に は 子ども側 の 要因だ けで なく養育環境 上 の 問題も大

きく関与 して い ると考えられる e すなわち、「子どもとどうか か

わっ てい い かわからない」、「子 どもと遊ぶ ことが苦痛で あ

る」、「子 どもがかわ い くない 」など育 児 不 安 の 高 い 母親 や 母

子 相互 作用行動が少ない 母 親など、家族的 リス ク要 因 の 中

で も母親 の 問題が大きくか か わっ て い る 。 今回 は、母親の 育

児不安・
不満感、育児満足感、夫の サポート感の 3つ の 母

性意識 に 注 目し、ハ イリス クマ ザ
ー

の 早期発見と育児支援

の あり方に つ い て 検討した 。

［対象と方法］

　対象ば 1997 〜2001年 に 愛媛県Y市 で 実施して い る4カ月

児 健診、1歳 6カ月 児 健診、3 歳 児 健診を受診 した乳幼 児 の

母 親 である 。 方法 は 母 性意識に関す るア ンケートを郵送 し、

健診時 に 回 収 した。母 性意識に関する質 問紙は 小 野
・宮内

・久 保 （1993）が作 製 した もの で 、「1育 児 不 安 ・不 満感」9項

目、「皿育児満足感」6 項 目、「皿夫の サ ポート感」3項目の

計18項 目か ら構成され て い る。母性意識項 目の 応 答形式 は

「全 くない 」「ほ とん どない 」「時 々 ある」「よくある」の 4 件法 に

より、それぞれ 1、2 、3 、4 点を与えて その 因子得点とした。

匚結　果］

1．対象者

　郵送 配 布 した アン ケ
ート2471 の うち2162が 回収され、回収

率は90．7°fOで あっ た。この うち内容 に 不 備 の あっ た資料を除

い たもの を対象とした結果、4カ月児 586名、1歳 6カ月児

650名、3歳児 612名、計1848名 であっ た 。

2．母性意識 因 子 得点

  平均と標準偏差 （表1）：3時点 に おける各母性意識得点

の 平均に つ い て 比較した結果 、「1育児不安
・
不満感」で は

3 群に 有意 差 が 認め られ、4 カ 月時よ りも1歳 6カ月時、1歳

6カ月時よりも3 歳時 の 方が有意 に高か っ た。また、「皿育児

満 足 感 」と「皿 夫の サ ポ
ー

ト感 」で は 4カ月 時 よりも1歳6カ月

時．1歳6カ月時よりも3 歳時 の 方 が有意に低か っ た 。

  ス クリーニ ン グ基準

　各母性意識得点 の 平均か ら
一

標準偏差を加えたあるい

は 引 い た 値をス クリ
ー

ニ ング基準 とすると、「1育 児 不 安・不

満感」で は 26〜28点 以 上 、
「五育 児 満 足感亅で は 18 〜19点以

下、「皿夫の サポート感」で は 7〜8点以 下 で あっ た。

3，母性意識得 点の 継 次的変化

　次 に ．母性意識得点 の 継次的変化と相関関係をみ るた

め に 、
4 カ月 時 、

1歳6カ月 時、3 歳時 の 3 時点の資料がそろ

っ た者、137名を対象に検討 した 。

  母性意識得点の 継次的変化 （表2 、表3）：同
一

対象児 の

4カ月時と1歳 6カ月時と比較すると、1歳6 カ月時で は4 カ

月時に 比 べ て 、rI 育児 不安
・
不満感 亅が 高く、「HI夫の サポ

ート感」が 低く有意 で あっ た。また、1歳 6カ月 時と3歳時と比

較すると、3歳 時で は 1歳 6カ月時 に 比べ て、rI 育児 不 安・

不 満感」が高く、「皿 育児満足感 」と「皿 夫 の サ ポート感亅が有

意 に 低かっ た。

  3時点 に おける3因 子 の 相関関係 （表4）：4カ 月 時の 3因

子 と1歳 6カ月 時、3歳時に お け る 各3 因 子 との 間 に高い 正

の 相 関 が認 め られ た。ま た、4カ 月 時 の 「1育 児 不 安 ・不 満

感」は 4 カ月 ・1歳6カ 月 時 の 「皿育児満足感」と負の 相関 が

み られ、4 カ月時の 「rr育児満足 感亅は 4 カ月
・1歳 6カ 月

・3

歳時の rI 育児不安
・
不満感」と負 の 相関、4カ月・1歳 6カ月

・3歳時の 「皿 失の サポ
ート感」と正 の 相関がみ られ、4カ月

時の 「皿 夫 の サ ポ
ー

ト感 」は 4カ 月 ・1歳 6カ月 ・3歳時の 「π

育児 満 足 感」と正 の 相関が み られた 。

4．ハ イ リス クマ ザ ーの 出現率

　 ハ イリス クマ ザ
ー

の ス クリ
ー

ニ ン グ基準を「1育児 不 安・

不 満感」で は28点以 上、「ll育児満足感」で は 18点 以 下、「皿

夫の サ ポート感」で は 7点以下 とした とこ ろ、4カ月時に おけ

るハ イリス クマ ザー
の出現率は 「1育児不安 ・不満感亅で は

9 名 （6．6％ ）、Fll育児満足感 」で は 8 名 （5、8％ ）、「皿 夫の サ

ポート感」で は 7名 （5．1％ ）であっ た 。 4カ月ハ イリス クマ ザー

の 、1歳6 カ月 と3歳時点に おける出現率 に つ い て み ると、

「1 育児不安 ・不満感」、「豆 育児満 足 感」で は 過半数 の 者 が

2時点 に おい て ハ イ リス クで あり、「可 夫の サポート感1で は

3歳時 に お い て 半 数が ハ イ リス クで あっ た 。
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［考 　察 ］

　 子どもが4 カ月時点に お け る母 親の 育児不 安 ・不 満感、

育児満足感、夫 の サポート感 の 3 つ の 母性意識が、1歳6 カ

月と3歳時点に おい て も同様な傾向が認め られた。また、4

カ月時 に 育児満足感 の 低 い 者 に は4カ月
・1歳 6 カ月

・3歳

時 に おい て 育児不 安 ・不 満感が 高く、夫の サ ポート感が低

い者が多くみ られ た 。 以 上 の ことか ら、育児不安
・
不満感の

高 い 母親、育 児 満足 感の 低 い 母親、夫の サ ポート感の 低 い

母親を早期 に 把握し早期 に 介入することが 重要で あり、乳

児期からの 母性意識ア ンケートに よる評価は、ハ イリス クマ

ザーの 早期発見 と支援に 役 立 つ ことが明らか となっ た。そし

て、母親の 育児不安・
不満 の 軽減 や育児満足感を高めるた

め に は 次 の ような介入方法が 考えられる。  家庭訪問 によ

る指導 ：子どもへ の か かわり方と親子 あそ び の 具体的指導、

親の ニ ーズ に 応じた問題解決 の ための 援助 （育児、家族関

係などの 親 の 悩み ）、  保健 セ ン ターで の指導 ：親子教室 や

育児 教室 に ける 小集団の 親 子 遊 び 指導、親同 士 の 集団指

導、個 別 指導、  集団保育 の 活用 ：親 へ の 実践的指導、親

子 の 関係づくりで ある 。 また、効果的 に 行うた め に は、介入

頻度を多くもち、3つ の 介入方法を組み 合わ せ 、両親指導を

行うことが 必要 で ある。さらに 、地域 の 施設
・
機 関の 活用と

運携 に 努 め 、親 の ニ ーズ に あっ た家族 ・地域支援 シ ス テ ム

を確立して い くこ とが 重要 で ある。

［結　論］

  母性意識が加齢 に伴 っ て 変化する。育児不 安・不 満感は

年齢とともに 高く、育 児 満 足 感と夫 の サ ポート感 は低 くなっ

て い た。

  乳 児 期 に 育 児 不 安・
不満感が高 い 者、育児満足感 が 低

い 者、夫 の サ ポート感が低 い 者に は幼児期に お い て も同 様

な傾 向がみ られ た。

  乳幼児期 に おい て、育児満足感が低 い 者 に は育児 不 安

・
不 満感が 高 い 者、夫の サ ポ

ー
ト感の 低 い 者が 多 か っ た 。

  育 児 不 安 ・不 満感の 高い 母 親、育児満足感 の 低 い 母親

を早期に 把握し、ハ イリス ク親子 に 対して 早期 介入するこ と

が 必要 で あり、母性意識 ア ン ケートに よる評価は ハ イリス ク

マ ザ
ー

の 早期発見 に役立つ 。

表 1　母性意識得点の 平均と標準偏差

N＝ 1848

4カ月 1歳 6カ 月 3 歳

IH

皿

21．2（4．5）

21．3（2．2）

10．2（1．8）

224（4．6）

21．0（2．2）

9．6（2．1）

23．2（4．3＞

2Q．4（2．2）

9．1（2．2）

表2　母 性意識得点の 比 較
一4 カ 月と1歳6 カ月

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N＝ 137

4カ月　　 1歳 6カ月 平均の 差の検定

I
　
H
　
皿

21．5（4．5）　 22 ．1（4．4）

2重．5（1．9）　 21．3（2．1）

10，4（1，6）　　 9．9（1．8）

＊

＊＊

＊P〈．05　　＊＊P〈．01

表 3　母性意識得点の 比 較一1歳6カ月 と3歳

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N＝ 137

1 歳6カ月 3歳 平 均 の 差 の検定

1
　
∬
　
皿

22．1（4．4）

21．3（2．1）

9．9（1．8）

22．6（4．3＞

20．6（2．2）

9．5（2．0）

＊

＊＊＊

＊

＊p＜．05　　＊＊＊p〈．OOI

表 4 　3 時点 に おけ る3因子 の 相関関係

N ヨ 137

4m 　 4m 　 4m18m18m18m36m 　 36m36m

1　 皿　 皿 1 豆 皿 1　 皿 皿

4mI 一

4mH 一．251樽　
一

4m 皿 ．1鵬 　 一

18rnI601 料 一、28鰰 ｝

18mI 一245”　．61脚 　．26艪 rllB料
一

18m皿 ．1フアき ．5鰍 23榊 一

36mI 一、IO轌 rl2瞬 ．1睡 一2榊 一

36m 且 、116料 ．2晒 一．25鰰 β11林 一41脇 　一

36m 皿 21瞬 ．41醂 2フ鰰 71醂 一．18隣 、IO肘＊
一

表 5　 ハ イリス クマ ザーの 出 現 率

＊
ρ＜．05　　Ptp〈．Ol

N ＝ 137

4 カ月 1歳 6カ月 3歳

1 リス ク有 （ 9） 6（66．7） 5（55．6）

リス ク無 （128） 11（8，6） 13（10．2）

∬ リス ク有 （ 8） 4（50．0） 5（62．5）

リス ク無 （129） 11 （8．5） 15q1 ．6）

皿 リス ク有（ 8） 2（25ρ ） 4（50．0）

リス ク無（129） 11（8．5） 19（14．7）

（）は ％
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